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議員定数調査特別委員会報告議会力アップへ向けて

議
員
定
数
は
現
状
維
持
で
決
定

住
民
の
多
様
な
意
見
を
活
か
す
た
め
に

　
１
月
30
日
開
催
の
議
員
定
数
調

査
特
別
委
員
会（
全
体
会
）に
て
、

各
議
員
よ
り
議
員
定
数
に
係
る
聴

取
を
行
い
ま
し
た
。　

「
現
状
維
持
」が
８
名
、「
１
名
減
」

が
２
名
、８
対
２
で「
現
状
維
持
」

が
多
い
こ
と
か
ら
、「
現
状
維
持
」

を
最
終
的
な
判
断
と
い
た
し
ま
し

た
。判
断
理
由
及
び
課
題
に
つ
い

て
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。 　

　
ま
た
、議
員
定
数
を
調
査
す
る

に
あ
た
っ
て
、こ
れ
ま
で
全
議
員
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た「
議
会
力
ア

ッ
プ
」に
つ
い
て
は
、継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

定数維持の理由（定数削減の課題）定数削減の理由（定数維持の課題）

今後の議員定数を取り巻く課題

住民の声を聴く機能、行政の監視、政策サイクル・政策提言を行うためには人の力（人
数）が必要。

①議会の機能

多様な意見が出にくくなること（意見の偏り）や、議論の深まりが期待できない。少数
の意見で決定する場合がある。

②意見の多様性

東峰村の人口が16年前の2,800人から1,700人を切ろうとする時に、当時
の議員定数でいいのか。当時は旧小石原村地域6名＋旧宝珠山村地域6名の
12名、その4年後には10名になった。1度定数削減をしているが、住民アン
ケート等も考えると、最低1名の削減は提案をしなければ、住民の納得は得ら
れない。

① 人 口 減
少への対応

現状維持では、次の選挙以降で立候補者が足りずに定員割れした時には、必
ず定数問題が出てくる。

② 選 挙 時
の定員割れ

議員定数を行財政改革の視点で議論すべきではない。③行財政改革と異
なる視点

2つの常任委員会が維持できることを考えると、活発で多様性のある議論ができるの
は、1常任委員会あたり7～8人が必要（町村では6名程度）。本議会では常任委員会
5人で何とか活動している現状を踏まえ、これ以上減らすと活性化できない。

④常任委員会の適
正人数

議員の負担が大きくなる。いくつも兼任をしながらできない。⑤議員の負担増

旧小石原村では議員8名だったが、合併後の地区数は、当時よりも倍以上に増えてい
るので、多様な意見を聞くことが難しい。

⑥合併前の地区数
との比較

新人の方が立候補しづらい。⑦新人の立候補

定数削減を行った議会では、削減したことへの後悔や増やした方がいいとの意見もあ
った。

⑧定数を削減した
議会の意見を参考

国会や県議会では奇数の定数だが、一般的に町村議会の場合は、偶数の定数が多い。
偶数の場合、議長の意見が出せない。その場合、奇数がいいが、減も増も難しいことか
ら現状維持がベター。

⑨定数が奇数また
は偶数の場合

その議員定数になった時に協議をして考えるべき。議員定数を決める中で、委員会の
あり方を考えるのは厳しい。

⑩委員会のあり方

　住民アンケートや議会報告会で住民の皆さまからのご意見を踏まえ、最終的に議員定数は「現状維持」する判断に至り
ました。議員全員が、今後も議員定数を取り巻く課題を真摯に受け止め、住民福祉の向上に努めてまいります。
　最後に、本特別委員会の調査にご協力いただいた関係各位に感謝申し上げます。

①アンケートで「削減すべきだ」という意見を認識すべき。

②今行っている議会力アップの取組をより一層の充実を図っていくことが大切。

③「議員定数を減らせ」という意見の方たちに納得してもらえるような議員活動の見える化を
していく必要がある。

④人口がさらに減少した場合、再度議員定数の削減の検討をしないといけない。

⑤次の選挙で無投票や定員割れすることが起きる等、議員の成り手問題がある。次の選挙まで
に、しっかりとした民主主義の10人の議会を維持していくための努力も議会として必要。新
人が立候補準備をしやすくするために、出馬する方は早めに宣言することや、議員の仕事や
役割を学ぶ・伝える場を作る必要がある。

現状維持を最終判断とする現状維持  ８名 １名減  ２名
議員定数に係る聴取の結果

今後も議会力アップを継続します！
① 議会基本条例の見直し（議会運営委員会）
② 政策サイクルの形成（総務・経済常任委員会）
③ 議会事務局の事務体制のあり方（議会運営委員会）



一般会計予算

42億2132万円(12.7%減)
(千円以下を切り捨て)

　　　　

　
   
 依
存
財
源

 6
7.3

% 自主財

源
 32.7

%

村税
1億7373万円

繰越金繰入金など
12億459万円
繰越金繰入金など
12億459万円

村債
3億4597万円
村債
3億4597万円

その他
8870万円

県支出金
2億9446万円
県支出金
2億9446万円

国庫支出金
3億5585万円
国庫支出金
3億5585万円

地方交付税
17億5802万円
地方交付税
17億5802万円

収入
[歳入]

議会費
4594万円

予備費
500万円

諸支出金
1785万円

公債費
4億5762万円
公債費
4億5762万円

災害復旧費
1億9231万円
災害復旧費
1億9231万円

総務費
15億3775万円
総務費
15億3775万円

民生費
8億2449万円
民生費
8億2449万円

保健衛生費
2億1087万円

商工費
1億6864万円

土木費
1億6620万円

消防費
1億3182万円

教育費
1億4987万円

農林水産費
3億1290万円

支出
[歳出]

公営企業会計予算

簡易水道事業（支出） 1億3012万円 （1.6％増）

特別会計予算

国民健康保険 3億1692万円 （11.7％減）

後期高齢者医療 4188万円 （5.4％増）

３
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

令和7年度予算 BRT3駅周辺整備

各駅の整備はどうなる？

　令和7年3月定例会は、3月7日から12日までの会期で開催しました。条例の制定2件、条例の
一部改正8件、条例の廃止1件、組合規約の変更1件、指定管理者の指定4件、令和6年度補正予
算２件、令和7年度当初予算4件、同意1件、発議2件を慎重審議し、原案通り可決しました。
　なお、令和7年度一般会計当初予算は、前年比12.7％減の42億2132万円です。

　令和7年3月定例会は、3月7日から12日までの会期で開催しました。条例の制定2件、条例の
一部改正8件、条例の廃止1件、組合規約の変更1件、指定管理者の指定4件、令和6年度補正予
算２件、令和7年度当初予算4件、同意1件、発議2件を慎重審議し、原案通り可決しました。
　なお、令和7年度一般会計当初予算は、前年比12.7％減の42億2132万円です。

岩
屋
湧
水
活
用
の
可
能
性
調
査
事
業

調
査
に
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
で
は

議
員　
岩
屋
湧
水
は
村
の
簡
易
水
道
の
源
水

と
し
て
お
り
、全
項
目
検
査
等
水
質
検
査
を

行
っ
て
い
る
。見
積
書
で
は
、水
質
調
査
分
析

27
万
円
、水
質
調
査
３
０
０
万
円
と
あ
る
が
、

必
要
な
の
か
。

担
当
課　
以
前
も
成
分
調
査
等
は
行
っ
た
経

緯
は
あ
る
。も
う
少
し
詳
し
く
宣
伝
効
果
が

高
い
内
容
等
が
な
い
か
、踏
み
込
ん
で
調
査

を
考
え
て
い
る
。

議
員　
見
積
り
で
は
人
件
費
４
０
０
万
円
、

管
理
職
ク
ラ
ス
で
は
１
日
に
つ
き
６
万
円
と

の
記
載
も
あ
る
。必
要
な
の
か
。

担
当
課　
見
積
り
に
つ
い
て
は
国
等
の
土
木

単
価
を
参
考
に
し
て
い
る
。今
後
仕
様
書
を

作
る
中
で
、内
容
を
精
査
し
て
詰
め
て
い
き
た

い
。
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、他
と
結
び
付
け
て

事
業
化
し
、観
光
客
の
誘
客
と
か
村
の
知
名

度
の
発
信
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

災
害
伝
承
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

防
災
を
学
ぶ
施
設
に
で
き
な
い
か

議
員　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
防
災
を
学

べ
る
施
設
に
で
き
な
い
か
。構
想
が
ま
と
ま
っ

た
ら
、議
会
や
学
識
経
験
者
に
も
説
明
で
き

な
い
か
。

担
当
課　
概
要
の
段
階
か
ら
議
会
へ
説
明
を

行
い
た
い
。

宝
珠
山
駅
花
壇
整
備

広
い
花
壇
の
管
理
は
？

議
員　
駅
周
辺
に
広
さ
が
２
４
０
㎡
の
花
壇

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。経
緯
と
管
理
者
は
。

担
当
課　
今
回
、福
岡
県
か
ら
の
申
し
入
れ
が

あ
り
計
画
を
し
た
。管
理
は
、地
域
の
方
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、広
い
た
め
村
か
ら
の
委

託
を
考
え
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
Ｂ
Ｒ
Ｔ
３
駅

周
辺
整
備
を
中
心
に
、県
の
日
田
彦
山
線
沿

線
地
域
振
興
基
金
を
活
用
し
た
事
業
が
行

わ
れ
ま
す
。（
Ｐ
５
表
参
照
）

　
総
額
10
億
円
の
基
金
は
、令
和
５
年
度
末

の
実
績
で
残
高
約
７
億
円
で
す
。
令
和
６

年
度
事
業
で
は
、東
峰
村
・
添
田
町
で
約
１

億
５
千
万
円
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、特
に
Ｂ
Ｒ

Ｔ
駅
周
辺
整
備
や
基
金
事
業
に
質
疑
が
集

中
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

筑
前
岩
屋
駅
周
辺
整
備
事
業

乾
燥
・
農
産
加
工
場
も
合
わ
せ
て
整
備
で
き
な
い
か

議
員　
岩
屋
駅
前
に
古
い
Ｊ
Ａ
の
乾
燥
加
工

所
・
村
の
農
産
加
工
所
が
あ
る
。Ｊ
Ａ
と
協
議

し
、全
体
的
な
基
本
計
画
・
設
計
の
練
り
直
し

は
可
能
か
。

村
長　
乾
燥
加
工
所
は
Ｊ
Ａ
が
建
設
し
た
の

で
協
議
を
行
い
、Ｊ
Ａ
と
し
て
は
新
規
投
資
の

考
え
が
無
い
。乾
燥
加
工
場
か
ら
岩
屋
公
民

館
側
は
現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

東峰村観光アクションプランの推進事業
（観光振興の中核を担う組織体制（観光協会）の
構築等）

820

事業（概要） 事業費（万円）

岩屋湧水活用の可能性調査事業
（岩屋湧水の活用に係る水質調査・分析）

1,000

観光サイン整備事業
（道の駅小石原周辺のサイン整備）

5,000

宝珠山駅周辺整備事業
（駅駐車場周辺の整備）

1,500

災害伝承館リニューアル事業
（災害伝承館のリニューアルに係る実施設計）

1,330

地域の特産品開発事業
（地域資源を活用したアロマ製品の開発）

1,000

宝珠山駅花壇整備
（約240㎡の花壇を作り、花苗を植える事業）

3,417

その他にも駅周辺整備に以下の予算が計上されています

※大行司駅周辺整備事業については、令和６年度予算を
令和７年度に繰越し、バリアフリーに関する協議を継続し
ていきます。
※筑前岩屋駅周辺整備事業については、令和6年度予算
を令和7年度に繰越し、駅舎トイレを整備する予定です。

令和７年度日田彦山線沿線地域振興基金活用事業



質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

3月定例会トピックス

村
民
み
ん
な
で

応
援
に
行
こ
う
！

議
員　
昨
年
11
月
の
福
岡
駅
伝
大
会

の
応
援
バ
ス（
貸
切
）が
出
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

担
当
課　
応
援
バ
ス
を
利
用
す
る
人

が
少
な
く
、村
で
出
す
ほ
ど
で
は
な

い
と
判
断
し
た
。

教
育
長　
例
年
応
援
者
は
多
い
が
、

自
分
の
車
で
行
く
方
が
動
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。村
の

財
政
も
考
え
て
、費
用
対
効
果
か
ら

予
算
を
落
と
し
た
。

議
員　
応
援
に
行
く
シ
ス
テ
ム
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

担
当
課　
応
援
で
き
る
体
制
、機
運

の
高
ま
り
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

地
域
交
通
の
る
ー
と
杷
木
便
開
始

利
用
者
の
利
便
性
を

考
え
た
運
行
体
制
と
は

様
々
あ
る
委
託
事
業
と
は
？

①
地
域
交
通
計
画
実
施
支
援
業
務
委
託

３
３
０
万
円

②
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
支
援
業
務

８
８
０
万
円

③
運
行
・
車
両
管
理
業
務
委
託２３

８
０
万
円

議
員　
委
託
業
務
が
高
額
だ
が
内

容
は
。

担
当
課　
①
計
画
の
進
捗
管
理
、計

画
内
容
に
変
更
等
が
起
き
た
時
の
調

査
、計
画
の
変
更
業
務
、委
員
会
等

の
開
催
が
主
な
業
務
。

②
車
両
に
搭
載
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
及
び
運
行
管
理
の
支
援
業
務
と

し
て
、シ
ス
テ
ム
の
維
持
費
用
・
ル
ー

ト
変
更
時
の
改
修
費
用
等
。

③
村
内
の
交
通
事
業
者
が
運
行
す
る

た
め
の
業
務
委
託
。

観
光
の
目
玉
に
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
運
行

車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
費（
２
台
） 

７
１
５
万
円

議
員　
車
両
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
費
が
か

な
り
高
額
だ
が
必
要
か
。

村
長　
外
部
か
ら
の
観
光
客
の
利
用

災
害
対
応
の
公
用
車
は

ど
う
な
る
の
か
？

災
害
用
公
用
車
リ
ー
ス
料 

２
０
７
万
円

公
用
車
購
入
費 

１
７
６
万
円

議
員　
災
害
復
旧
が
進
ん
で
い
る
中

で
、災
害
用
公
用
車
リ
ー
ス
料
、公
用

つ
い
に
稼
働
、

　
　

  

獣
肉
処
理
加
工
施
設

指
定
管
理
料   

５
１
２
万
円

議
員　
獣
肉
処
理
加
工
施
設
の
状
況

と
稼
働
開
始
は
。

担
当
課　
施
設
本
体
は
11
月
末
に
完

成
し
、外
構
工
事
、排
水
対
策
工
事

が
１
月
末
に
完
了
し
た
。

　
現
在
は
、備
品
の
搬
入
が
遅
れ
て

お
り
、３
月
末
を
目
標
に
進
め
て
い

る
。稼
働
開
始
は
４
月
以
降
を
考
え

て
お
り
、Ｇ
Ｗ
明
け
を
目
途
に
調
整

を
進
め
て
い
る
。

伝
統
産
業
会
館
の
外
ト
イ
レ
が

使
い
や
す
く
改
修
へ

小
石
原
焼
伝
統
産
業
会
館

外
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事　

２
４
６
万
円

議
員　
洋
式
化
工
事
２
基
と
は
ど
ん

な
工
事
か
。

村
長　
現
在
３
基
あ
る
和
式
ト
イ
レ

を
解
体
撤
去
し
、２
基
の
洋
式
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
。

　
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
寒
冷
地

仕
様
の
洋
式
ト
イ
レ
に
し
、建
具
等

の
工
事
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。

専
用
の
端
末
で
は

　
　
　

無
駄
に
な
ら
な
い
か

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
支
援 

１
０
９
万
円

 

令
和
７
年
度
は
子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
体
験
会
を
開
催
す
る
な
ど
、東
峰
学

園
と
協
議
を
行
い
、令
和
８
年
度
か
ら
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
な
ぜ
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ

チ
を
使
う
の
か
。

担
当
課　
家
庭
で
も
持
っ
て
い
る
子

ど
も
が
多
く
、体
験
会
で
も
普
段
使

い
慣
れ
て
い
る
端
末
と
し
て
親
和
性

が
高
い
。

議
員　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
以
外
に
端

末
を
使
わ
な
け
れ
ば
無
駄
に
な
ら
な

い
か
。他
の
端
末
の
検
討
は
。

担
当
課　
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ

を
メ
イ
ン
で
導
入
を
検
討
し
て
い
た
。

導
入
す
る
場
合
は
、慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

促
進
。Ｂ
Ｒ
Ｔ
や
高
速
バ
ス
等
の
公

共
交
通
か
ら
乗
り
継
い
で
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
。
国
交
付
金
と
県
基
金

を
使
え
る
の
で
、今
年
度
実
施
す
る
。

Ｅ
Ｖ
車
両
は
６
年
度
予
算
で
実
施

す
る
。

車
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、

な
ぜ
か
。

村
長　
災
害
後
す
ぐ
に
車
が
必
要
だ

っ
た
の
で
、リ
ー
ス
制
度
を
使
い
借
り

て
い
た
。昨
年
リ
ー
ス
期
間
が
満
了

し
、台
数
を
減
ら
し
て
い
る
。今
回
の

予
算
は
、７
年
度
に
リ
ー
ス
満
了
に

な
る
車
両
を
買
取
る
形
で
計
上
し
て

い
る
。

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
は

災
害
復
旧
費
総
額　

１
億
９
２
３
１
万
円

議
員　
令
和
５
年
災
害
復
旧
工
事
は

７
年
度
に
お
お
む
ね
完
了
す
る
の
か
。

担
当
課　
国
補
助
災
害
工
事
を
優
先

し
て
い
る
の
で
、目
標
は
令
和
８
年

度
完
了
。

議
員　
平
成
29
年
災
害
復
旧
工
事
も

終
わ
っ
て
い
な
い
農
地
・
農
業
用
施

設
災
の
箇
所
も
あ
る
が
、竣
工
の
目

途
は
。

担
当
課　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
は

査
定
を
受
け
た
分
98
％
の
発
注
率
。

令
和
６
年
度
完
成
率
42
％
で
、残
り

50
数
％
は
令
和
７
年
度
へ
繰
り
越
し

に
な
る
。県
河
川
沿
い
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
目
途
が
つ
く
と
考
え
て

い
る
。村
の
河
川
及
び
迫
地
区
は
、

砂
防
工
事
を
優
先
す
る
た
め
、早
期

復
旧
出
来
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。

本
迫
川
・
屋
椎
の
砂
防
工
事
に
隣
接

す
る
平
成
29
年
災
農
地
は
、令
和
７

年
度
に
完
成
見
込
み
。

現在の会館外のトイレ獣肉処理加工施設

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　

   

機
器
更
新
へ

備
品
購
入
費   

２
２
３
８
万
円

（
籾
摺
り
・
粒
選
機
、据
付
遠
赤
乾
燥
機
、小
型
遠
赤
乾
燥
機
）

議
員　
機
器
の
更
新
が
早
く
な
い
か
。

担
当
課　
稼
働
し
て
８
年
目
に
な
る

が
、籾
摺
り
機
は
１
５
０
％
の
稼
働

率
で
あ
る
。ま
た
、中
の
網
が
壊
れ
て

い
て
、昨
年
は
２
日
ほ
ど
停
止
を
し

た
。稼
働
率
が
当
初
計
画
を
か
な
り

超
え
て
お
り
、最
悪
の
場
合
止
ま
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、今
回
計
上
し

て
い
る
。

ア
ク
ア
ク
レ
タ
の

　
　
　
　

  

早
期
再
開
を
！

議
員　
ア
ク
ア
ク
レ
タ
は
令
和
７
年

度
に
ど
の
よ
う
な
構
想
が
あ
る
の
か
。

担
当
課　
今
年
２
月
に
は
債
権
者

集
会
が
開
催
さ
れ
、調
整
が
進
ん
で

い
る
。来
年
度
、新
た
な
事
業
者
を

募
集
し
て
い
き
た
い
の
で
、農
泊
推

進
協
議
会
に
説
明
し
て
意
見
を
伺

う
予
定
。

村
か
ら
の
正
確
な
情
報
を
！

食
品
ア
ク
セ
ス
確
保
緊
急
支
援
事
業

９
９
６
万
円

買
い
物
支
援
拠
点
事
業 
１
億
６
７
８
１
万
円

村
内
に
買
い
物
支
援
拠
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
整
備
す
る
事
業

議
員　
村
内
で
不
確
定
な
情
報
が
流

れ
て
い
る
が
、収
拾
さ
せ
る
た
め
に

も
村
と
し
て
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

村
長　
不
確
定
な
情
報
が
流
れ
て
い

る
こ
と
は
耳
に
し
て
い
る
。村
と
し

て
は
情
報
を
出
し
て
い
な
い
の
で
、

早
く
方
針
を
決
め
て
知
ら
せ
る
こ
と

が
大
事
。コ
ン
ビ
ニ
形
式
で
今
年
度

予
算
を
組
み
、早
け
れ
ば
令
和
８
年

度
の
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
と
は

議
員　
中
学
校
部
活
動
は
、令
和
７

年
度
末
ま
で
に
地
域
移
行
を
目
指
す

と
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

担
当
課　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て
い
る
団
体
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
。学
校
の
先
生

で
出
来
る
範
囲
で
行
い
な
が
ら
、８

年
度
か
ら
の
移
行
を
目
指
す
。中
学

生
だ
け
で
な
く
、小
学
生
が
加
入
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
全
体

を
通
し
て
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。



宝珠山駅舎リニューアル工事完了
福井コミュニティセンター廃止へ

　宝珠山駅舎内の福井コミュニティセンターは、これまで地域の集会所として使われてきました。
この度、宝珠山駅舎リニューアルに伴い、センターはカフェに変わるため、福井コミュニティセンタ
ーを廃止する条例が上程され、可決しました。

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国

保
」）は
、か
つ
て
市
町
村
単
独

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、「
年
齢
構
成
が
高
く
医

療
費
が
高
い
」「
小
規
模
自
治

体
の
財
政
運
営
が
不
安
定
」な

ど
の
課
題
が
あ
り
、平
成
30
年

度
か
ら
福
岡
県
と
全
市
町
村
が

共
同
で
運
営
す
る
形
と
な
り
ま

し
た
。

保
険
税
統
一へ
　

　
令
和
６
年
４
月
に
福
岡
県
が

策
定
し
た
国
保
運
営
方
針
で
は
、

県
内
で
同
じ
所
得
水
準
や
世
帯

構
成
で
あ
れ
ば
、将
来
的
に
保

険
税
の
統
一
を
目
指
し
、市
町

村
に
は
赤
字
解
消
を
求
め
て
い

ま
す
。

財
源
負
担
の
問
題
　

　
現
在
、国
保
会
計
は
一
般
会

計
か
ら
補
填
さ
れ
て
お
り
、非

加
入
者
も
負
担
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
の

解
消
が
望
ま
れ
ま
す
。

課
題
と
対
応

　
加
入
者
の
減
少
や
高
齢
化
に

よ
る
医
療
費
の
増
加
が
予
測
さ

れ
る
中
、赤
字
解
消
に
向
け
て
、

急
激
な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
つ
つ
も
、保
険
税

の
改
定
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

税
率
改
正　

　
国
保
運
営
協
議
会
か
ら「
税

率
改
正
が
望
ま
し
い
」と
の
意

見
が
出
さ
れ
、本
定
例
会
で
改

正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
将
来

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
将
来

国
民
健
康
保
険
税

令
和
７
年
度 

税
率
ア
ッ
プ

管理者について
　「東峰村こどものえきの設置及び管理運営に関する条例」が可決・成立しました。３月末よりふるさと推
進課が管理運営者を募集しており、募集要項では７月の営業開始を予定しています。木質遊び場とグラス
ハウス使用料については、村と指定管理者で決定します。

改正の主な内容
医療給付費分 （①＋②＋③）診療費や薬剤費に充てられる保険料

課 税 区 分 改 正 前 改 正 後
R7年度から

① 所得割　前年の所得に応じて計算
　　　(前年所得－43万円)Χ右記の％ 7.70％ 7.80％

② 均等割　加入者数に応じて計算
　　　　　　　  加入者×右記の金額 20,200円 23,000円

③ 平等割 一世帯にかかる金額 21,200円 24,000円

※賦課限度額 保険税の上限額 650,000円 660,000円

後期高齢者支援金分 (④＋⑤＋⑥)後期高齢者医療の医療給付費を支援する保険料

課 税 区 分

④ 所得割

⑤ 均等割

⑥ 平等割

※賦課限度額

改 正 前

2.10％

5,600円

5,900円

240,000円

改 正 後
R7年度から

2.40％

8,000円

8,000円

260,000円

介護納付金分 (⑦＋⑧＋⑨)介護保険の被保険者(40才以上～65才未満)の保険料

課 税 区 分

⑦ 所得割

⑧ 均等割

⑨ 平等割

※賦課限度額

改 正 前

1.80％

10,000円

2,600円

170,000円

改 正 後
R7年度から

2.00％

11,000円

5,000円

170,000円

詳細は住民福祉課(電話74-2311)にお尋ね下さい。

3月定例会トピックス

改修前の福井コミュニティセンター 改修後のカフェ

グラスハウス木質遊び場



ここが聞きたい！
一 般 質 問

令和7年東峰村議会第2回（3月）定例会

一般質問の詳細は

議事録をチェック！！

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

特定検診の受診率向上について
健康づくりとしてのウォーキングマイレージのあり方について
職員のスキルアップについて

大蔵　久徳
おおくら  ひさのり

1 P12

地域コミュニティ協議会設立について
乗合タクシーの運行経路について高橋　弘展

たかはし  ひろのぶ
P134

P13
「日本で最も美しい村」連合の取り組みについて
村の景観を維持していくための方策について佐々木　孝

ささき  たかし
3

人口減少対策、移住政策について
コミュニティ協議会設立について
職員の接遇向上について
職務上のミスの防止について

樋口　朗
ひぐち  あきら

P122

東峰村における初任者教育について
文化財の管理について
熱中症対策について

髙倉 美紀惠
たかくら  みきえ

P145

第２回定例会（３月）における賛否が別れた議決（再掲）

議 案 一 覧区
　
分

賛
　
成

審
議
結
果

東峰村行政財産使用料条例の制定について可
決

議員定数調査特別委員会調査報告書可
決

条
例
そ
の
他

賛成
多数
賛成
多数

和
田
将
幸

樋
口
　
朗

佐
々
木
孝

髙
倉
美
紀
惠

梶
原
伯
夫

高
橋
弘
展

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

黒
川
隆
康

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

●○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

賛成：○　反対：●　欠：－

第２回定例会（３月）議決結果一覧表

東峰村福井コミュニティーセンター条例を廃止する条例について（P8へ）可
決

東峰村職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

可
決

①超過勤務の免除の対象となる子の範囲の拡大（3歳未満の子→小学校就学前の子）
②仕事と介護の両立支援制度の利用しやすい勤務環境の整備に関する措置

東峰村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決 東峰村職員の部分休業制度の拡充

東峰村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決 人事院勧告に準じて、特定任期付職員に勤勉手当を支給する。

東峰村副村長の選任について同
意 新たに副村長として、野口善規 氏を選任する。

議員定数調査特別委員会調査報告書（P2～3へ）可
決

東峰村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

可
決 人事院勧告に準じて、会計年度任用職員に地域手当等を支給する。

東峰村ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可
決 １８歳以下の子ども医療費無償化に伴い、ひとり親家庭等医療対象者の自己負担金を徴収しない。

東峰村重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決 １８歳以下の子ども医療費無償化に伴い、重度障害者医療対象者の自己負担金を徴収しない。 

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市
町村職員退職手当組合規約の変更について

可
決

令和７年３月３１日を限り、下田川清掃施設組合が解散されることに伴い、福岡県市町村職員退職手
当組合を組織する地方公共団体の数が減少するため、福岡県市町村職員退職手当組合規約を変更
する。

東峰村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決

①扶養手当の見直し（配偶者6,500円→廃止、子（一人当たり）10,000円→13,000円）
②管理職特別勤務手当の支給対象の拡大（午前0時～午前5時→午後10時～午前5時）
③定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用職員への手当支給の拡大（新たに住居手当の支給）
④行（一）3級～6級の初号付近の年俸をカットして、各級の初号の額を引き上げる俸給表の改定。

東峰村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決

①行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、所要
の規定の整備を行う。
②刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整理等
に関する法律が、令和７年６月１日から施行されることに伴い、条例上の「懲役」及び「禁錮」を「拘禁
刑」に改める。

東峰村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について（P9へ）可
決

東峰村特別養護老人ホーム「宝珠の郷」の指定管理者の指定について可
決

指定管理者：社会福祉法人　朝倉恵愛会　理事長　安岡浩志
指定の期間：令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで

東峰村古民家宿泊施設の指定管理者の指定について可
決

指定管理者：一般社団法人竹棚田　代表理事　伊藤英紀
指定の期間：令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで

東峰村農家レストラン・農産加工場の指定管理者の指定について可
決

指定管理者：一般社団法人竹棚田　代表理事　伊藤英紀
指定の期間：令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで

東峰村交流促進施設鼓の里 鼓の里公園「ポーン太の森キャンプ場」の指定管理者の
指定について

可
決

指定管理者：グリーンジャンボ　代表　梶原寛暢
指定の期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

令和６年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第７号）可
決

令和６年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第４号）可
決

令和７年度東峰村一般会計歳入歳出予算可
決

令和７年度東峰村簡易水道事業会計予算可
決

令和７年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算可
決

令和７年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算可
決

東峰村行政財産使用料条例の制定について 行政財産の使用料を定めるため、東峰村行政財産使用料条例を制定する。可
決

東峰村こどものえきの設置及び管理運営に関する条例の制定について（P8へ）
日田彦山線沿線地域の観光交流の拠点として、観光誘客促進による地域の活性化を図ることを目的
に「東峰村こどものえき」を設置する。
構成する施設の名称：①木質遊び場、②カフェ（厨房・ホール）、③待合スペース、④トイレ、⑤グラス
ハウス

可
決

条

例

全

会

一

致

賛
成
多
数

賛
成
多
数

補
正
予
算

指

定

管

理

当

初

予

算

そ

の

他

議 案 一 覧 議 案 の主な内容区
　
分

賛
　
成

審
議
結
果

一般質問とは・・・
　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体としての考
えを求めるものです。1年に4回ある定例会で行うことができ、質問と答弁を合わせて1人
60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前に質問の概要を提出し、
議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。

予算審査特別委員会議決結果
令和７年度一般会計、簡易水道事業会計、国民健康保険事業特別会計及び
後期高齢者医療特別会計、当初予算については全会一致で可決しました。

第１回臨時会（１月）議決結果
令和６年度一般会計歳入歳出補正予算（第６号）については全会一致で
可決しました。



住
民
福
祉
課
で
職
員
の
ミ
ス
が
続
い
た
。他
課
は
ど
う
か

村
長  

現
時
点
で
は
他
課
に
ミ
ス
は
な
い

大蔵 久徳 議員

議
員　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
の

た
め
、職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
重

要
で
あ
る
。ど
の
よ
う
な
研
修
が
行

わ
れ
て
き
た
の
か
。

総
務
企
画
課
長　
毎
年
度
、職
員
一

人
が
一
研
修
を
目
標
に
研
修
を
行
っ

て
い
る
。大
き
く
分
け
て
福
岡
県
市

町
村
職
員
研
修
所
で
の
研
修
と
村
独

自
の
研
修
が
あ
る
。

　
過
去
に
は
、接
遇
、タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、人
権
、交
通
安
全
、イ
ン
ボ

イ
ス
等
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。ま

た
、毎
年
若
手
職
員
を
対
象
に
村
行

政
の
仕
組
み
、公
務
員
の
倫
理
、事

務
手
続
き
の
基
本
、業
務
効
率
化
等

の
研
修
を
別
途
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
村
が
行
政
評
価
に
取
り
組
み
、

そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
、職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

村
長　
行
政
評
価
は
、政
策
や
事
業

の
効
果
を
客
観
的
に
改
善
し
、事
業

の
評
価
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重

要
な
指
標
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い

る
。こ
の
評
価
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

職
員
の
資
質
・
知
識
等
、考
え
方
に

つ
い
て
は
有
効
だ
と
思
う
が
、ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
定
住
す
る
仕
組
み
づ
く
り
は

村
長  

起
業
・
定
住
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
す
る

樋口　朗  議員

議
員　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
、今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
東
峰
村
を
、自
ら

選
ん
で
仕
事
を
す
る
意
欲
に
、感
動
を

覚
え
る
。せ
っ
か
く
村
を
選
ん
で
、新

た
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
隊
員
が
、

３
年
間
で
転
出
し
て
し
ま
う
の
は
、非

常
に
も
っ
た
い
な
い
。仕
事
で
学
ん
だ

経
験
を
村
内
で
活
か
せ
れ
ば
、私
た
ち

が
気
づ
か
な
い
、新
た
な
活
性
化
策
も

期
待
で
き
る
。退
任
後
も
村
に
住
み
続

け
ら
れ
る
施
策
に
つ
い
て
、伺
う
。

村
長　
質
問
に
共
感
す
る
。隊
員
の
活

動
中
に
、年
４
回
、面
談
や
相
談
の
機

会
が
あ
り
、起
業
や
定
住
に
つ
い
て
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

議
員　
役
場
に
は
村
外
か
ら
通
勤
し

て
い
る
職
員
が
た
く
さ
ん
い
る
。憲
法

の「
居
住
の
自
由
」を
尊
重
し
つ
つ
、村

内
に
住
み
た
く
な
る
政
策
に
つ
い
て
、

職
員
に
意
見
を
聴
く
こ
と
で
、私
た
ち

が
気
づ
か
な
い
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。こ
の
取
組
み
の
継
続
が
、

移
住
政
策
を
よ
り
良
く
し
、「
そ
ん
な

願
い
が
叶
う
村
な
ら
」と
、移
住
を
検

討
す
る
心
が
芽
生
え
る
こ
と
も
あ
り

え
る
。東
峰
村
は
不
便
だ
け
ど
、そ
れ

を
カ
バ
ー
す
る
、す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
る
。村
外
に
住
む
職
員

が「
村
で
生
活
す
る
価
値
を
見
出
す
仕

組
み
づ
く
り
」が
で
き
な
い
か
。

村
長　
質
問
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
。

「
職
員
が
住
み
た
く
な
る
村
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、若
手
職
員
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
考
え
た
が
、実
現
し
て
い
な
い
。

採
用
試
験
を
受
け
る
村
の
人
が
少
な

い
事
へ
の
対
応
も
必
要
だ
と
思
う
。協力隊員が活動している施設の例

（小石原焼伝統産業会館）

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
に
加
盟
す
る
意
味
は

村
長  

村
の
環
境
資
源
を
ア
ピ
ー
ル
し
、イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

佐々木  孝  議員

議
員　
美
し
い
村
連
合
に
加
入
し
て

い
る
意
味
は
。

村
長　
宣
言
す
る
こ
と
で
、自
ら
の
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、住
民
に
よ
る
美
し

い
村
づ
く
り
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、自
立
を
促
進

す
る
。ま
た
、景
観
や
環
境
を
守
り
、

活
用
す
る
こ
と
で
観
光
的
付
加
価
値

を
高
め
、地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

議
員　
こ
の
事
業
を
村
民
は
意
識
し

て
い
な
い
と
思
う
が
、ど
う
考
え
る
か
。

村
長　
役
場
の
下
の
看
板
や
広
報
に

ロ
ゴ
を
載
せ
て
い
る
が
、村
民
へ
の
Ｐ

Ｒ
は
不
足
し
て
い
る
。

議
員　
国
道
沿
い
に
は
、空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、と
て
も
美
し
い
と

は
言
え
な
い
現
実
が
あ
る
。い
つ
も
同

じ
所
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。村
と
し
て

何
ら
か
の
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

村
長　
き
れ
い
な
所
に
は
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
。地
域
と
一
体
化
し
た
取
り
組

み
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

議
員　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
や
国
・
県
道
沿
い
か
ら

見
え
る
休
耕
田
・
耕
作
放
棄
地
の
草
が

刈
ら
れ
ず
、景
観
を
壊
し
て
い
る
が
ど

う
す
る
か
。

村
長　
持
ち
主
が
す
る
の
が
当
然
だ

が
、中
山
間
地
の
直
接
支
払
、集
落
協

定
の
中
で
皆
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

国道沿いでこんなに
ゴミを拾いました

の
る
ー
と
杷
木
便
、国
県
道
か
ら
離
れ
た
住
民
へ
の
配
慮
は

ふ
る
さ
と
推
進
課
長  

西
鉄
バ
ス
の
代
替
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る

高橋 弘展 議員

議
員　
４
月
よ
り
西
鉄
バ
ス
の
代
替

交
通
が
開
始
さ
れ
る
が
、な
ぜ
国
・
県

道
の
み
を
通
る
ル
ー
ト
の
定
時
便
と

な
っ
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
西
鉄
バ
ス
の

路
線
を
基
に
、
竹
地
区
の
棚
田
交
流

館
ま
で
の
ル
ー
ト
を
新
設
し
、
利
便

性
の
確
保
お
よ
び
杷
木
の
高
速
バ
ス

と
の
接
続
を
考
慮
し
、
交
通
事
業
者

等
と
検
討
・
決
定
し
た
。

議
員　
国
・
県
道
の
付
近
で
は
な

い
住
民
が
、「
の
る
ー
と
」を
利
用
し

て
杷
木
便
に
乗
り
継
ぐ
場
合
、大
人

は
９
０
０
円
の
運
賃
が
か
か
る
。

今
後
、３
台
体
制
に
な
る
中
で
、こ

れ
ま
で
の
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

杷
木
ま
で
運
行
す
る
こ
と
を
想
定

し
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
ド
ア
ｔ
ｏ
ド

ア
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
杷
木
ま

で
の
往
復
に
時
間
が
か
か
り
、
3
台

で
運
行
し
て
も
希
望
す
る
時
間
に
対

応
は
で
き
な
い
。

議
員　
い
ず
み
館
〜
杷
木
間
の
直

行
便
を
設
け
、「
の
る
ー
と
」
で
い

ず
み
館
ま
で
移
動
し
乗
り
換
え
る

こ
と
で
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
３
０
０

円
＋
直
行
便
３
０
０
円
の
料
金
設

定
や
１
時
間
に
１
本
の
運
行
が
可

能
で
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
そ
の
案
も
検

討
し
た
が
、乗
り
継
ぎ
の
不
便
さ
等
を

勘
案
し
、決
定
し
た
。状
況
等
を
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

乗合タクシー「のるーと」



村
の
文
化
財
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

教
育
課
長  

今
後
県
の
指
導
を
受
け
、保
管
等
の
方
向
性
を
探
る

髙倉 美紀惠 議員

議
員　
令
和
６
年
12
月
か
ら
令
和
７

年
２
月
ま
で
甘
木
歴
史
資
料
館
に
て
、

行
者
堂
の
県
指
定
文
化
財「
木
造
役

行
者
座
像
」と
又
木
・
碑
伝
等
、村
の

文
化
財
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。座
像

に
は
文
禄
４
年（
１
５
９
５
）の
胎
内

銘
が
あ
り
、行
者
堂
の
本
尊
と
し
て

祀
ら
れ
、写
実
的
に
威
厳
に
満
ち
た

お
姿
は
全
国
の
役
行
者
像
の
中
で
も

最
高
峰
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
東
峰
村
で
は
、そ
の
坐
像
等
は
適

正
管
理
で
き
な
い
か
、伺
う
。

教
育
課
長　
こ
の
村
に
は
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
文
化
財
が
あ
る
。適
切
な

管
理
の
も
と
展
示
し
、後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
。県
の
文

化
財
保
護
課
に
指
導
を
受
け
、保
管
・

展
示
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
今
後
の
管
理
の
あ
り
方
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
課
長　
県
や
歴
史
資
料
館
等
と
、

地
区
の
方
と
が
話
し
合
う
機
会
を
、

教
育
委
員
会
が
繋
い
で
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。

行者堂案内看板

追跡！ あの質問どうなった？！追跡！ あの質問どうなった？！

令
和
３
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
よ
り

議
員　
小
石
原
公
民
館
は
避
難
所
だ
け
で
な
く
総
合
健
診
や

公
民
館
事
業
な
ど
、
村
民
の
使
用
頻
度
は
高
い
。
ト
イ
レ
の

改
修
が
で
き
な
い
か
。

小
石
原
公
民
館
の

ト
イ
レ
が

改
修
さ
れ
ま
し
た
！

　
男
女
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
水
洗
化
及
び
自
動
手
洗
い
が
整
備

さ
れ
、
新
た
に
多
目
的
ト
イ
レ
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

結 

果

▲新設された多目的トイレ▼

自動手洗い

も
く
ぞ
う
え
ん
の

た
い
な
い

め
い

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ざ
ぞ
う

ま
た
ぎ

ひ 

で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
広
報
戦
略

幅
広
く
住
民
の
意
見
を
聴
く会

を「
議
員
と
語
ろ
か
い
」
と
称

し
て
、
広
聴
力
の
強
化
も
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
に
広
聴
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
に
鹿
児
島
県
霧
島

市
議
会
の
広
報
・
広
聴
の
取
り
組

み
を
視
察
・
研
修
し
ま
し
た
。霧

島
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り

の
作
成
だ
け
で
な
く
、議
会
報
告

聴く力の強化（議員と語ろかいの改善）

・市議会だよりの編集・発行
・FMきりしま
・公式Facebookページの運営 
・プレスリリース

広 報広 報

・議員と語ろかい 
（市政報告＆広聴） 

広 聴広 聴
・オンラインツールの活用 
・他委員会との連携

質の向上（議会・委員会）質の向上（議会・委員会）

「市民の声」を分析し、以下の課題を抽出
①女性参加増や若い世代との場づくりに取り組む必要
②当事者の声が拾いにくい行政課題へのアプローチ

　当広報委員会でも、議会の年間スケジュールを考
慮し、多くの住民の皆さまからご意見をいただける
ように工夫してまいります。

□ テーマ型や個人参加OKの「議員と語ろかい」を新設
□ 参加者・目的に合わせ、効率のいい座席配置の工夫
□ ターゲットに合わせた広報戦略の実行
□ プレスリリース（新聞・テレビへの広報）の活用

ココがポイント！！

中吊り広告風のチラシ

女性や若い世代を意識して作成されたチラシ

議会広報特別委員会報告
広報力アップへ向けて広報力アップへ向けて
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１
月
14
日
に
い
ず
み
館
に
て「
健
康
づ
く
り
学

習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。役
場
保
健
師
が「
健

康
づ
く
り
」の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、九
州
大

学
基
幹
教
育
院
の
岸
本
裕
歩
准
教
授
に
は「
東

峰
村
の
現
状
か
ら
見
え
る
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ

く
り
と
は
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
講
演
で
は
、村
の
医
療
費
や
疾
病
推
移
の
分

析
か
ら
、特
定
健
診
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ

ー
ジ
の
成
果
が
確
認
さ
れ
る
一
方
、若
年
層
の

受
診
率
の
低
さ
が
課
題
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
習
慣
の
定
着
に
は
、健
診
と
体
力
測
定
の

充
実
、生
き
が
い
を
持
て
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
の
組
み
合
わ
せ
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、「
旦
那
を
早
死
に
さ
せ

る
方
法
」と
し
て
不
摂
生
の
リ
ス
ク
を
逆
の
視
点

か
ら
伝
え
る
手
法
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
講
演
後
は
、参
加
者
か
ら
特
定
健
診
及
び
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て
、多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
の
委
員
会
で

取
り
ま
と
め
、３
月
定
例
会
で
は
代
表
質
問
と

し
て
、
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

委
員
長　
大
蔵 

久
徳

３
月
定
例
会
で
代
表
質
問

健
康
づ
く
り
学
習
会
で
の
意
見
を
政
策
提
言

ひ

ろ

３月定例会　代表質問

質 問 内 容（ 政 策 提 言 ） 答 弁（ 行 政 対 応 ）

特定健診は生活習慣病の発症予防と重症化予防が目的である。村においても、特定健診の受診者と、未受診者の生活
習慣病にかかる医療費の比較では、特定健診受診者の方が医療費が低いという傾向は顕著にある。また、かかりつけ
医での検査は、個々の患者の健康状態に応じた診断や治療に必要な検査を行うものであり、特定健診で実施する健診
内容をすべて網羅するものではない。特定健診は、健康なうちに受診してこそ意味がある。「時間がない。」「元気だか
ら大丈夫。」などと考えず、自分の健康のため定期受診していただきたい。以上の内容等について、住民への周知啓発
の徹底を行っていく。

既に、小学校では病気の予防について学び、特に、中学校の保健体育の学習では健康診断の重要性について詳しく学ん
でいる。さらに、定期的な発育測定や医者による内科検診の際にショート授業で随時学んでいる。今後も健康教育の一
環として、様々な機会を通して、児童・生徒、保護者に働きかけていきたい。

今後、通年で使用できる「とほっぴペイ」のチャージ方法が実装されたら、ウォーキングマイレージポイントの換価も含め、
ふるさと推進課と利用に向けて検討していく。

「特定健診受診率60％目標」を、村民が自ら意識し、健診を受けることの重要性を理解できるような啓発と周知に努め
たい。例えば、日ごろから住民の目につくように村からの通知物の封筒に特定健診の受診勧奨を行う表記や住民が意欲
的に健康増進に取組めるようなキャッチフレーズなど印字したり、地域の集まりの場に出前講座として出向き、特定健診
の意義や必要性を周知したりするなどいろんな機会での啓発方法について検討していく。

医療機関受付に掲示していただくポスターの作成や定期的に医療機関に訪問し、健診への声掛けの協力依頼を実施して
いく。

参加申込方法の周知啓発については、これまで年１回であった募集チラシを年２回配布したり、とうほうTVで申し込み
方法についてわかりやすい動画を作成するなど、これまで以上に徹底していく。
とうほうTVや公民館主催イベント時に、高齢者に対してはいきいきサロンや社会福祉協議会主催の高齢者大学や介護
予防教室等を活用して、効果的なウォーキング方法についての啓発に努めていく。

現在の「健康マイレージ」アプリでは、スマホ（タブレット）内でコインを獲得し、コインの枚数に応じて“バッチ”収集する
ことができる。その“バッチ”の１つに東峰村独自の“とほっぴ”バッチもあり、その“バッチ”を獲得することを目標とし
て楽しんでウォーキングしていただきたい。また、その他、現在のアプリ機能で楽しんでウォーキングをしてもらえる取組
が他に可能かを確認し、検討していく。

現状では検証を行うための利用者数もデータ量も少ないため、効果検証が可能かどうかも含めて、九州大学の岸本先
生にご相談させていただく。既に健康運動指導士の資格を有する職員が保健師や管理栄養士と一緒にいきいきサロン
に訪問し、屋内でできる健康体操、脳トレなどを行い、フレイル予防の取り組みを実践している。現在、保健事業と介護
予防事業ですでに実施している企画分析を改めて整理し、効果的な事業実施を検討していく。

他の自治体での先行事例も確認しつつ、参加者が支援を希望する団体等に使いやすい形でマイレージポイントを寄付で
きる仕組みづくりについて検討を行う。

１．丁寧で地道な啓発活動が必要ではないか。
　受診をすることの大切さやメリット、早期発見により治癒した事例、かかりつけ医
での検査と特定健診の違いなど、健診啓発の工夫をしていくべきではないか。
　「大切なあの人のために私が元気でいること」をテーマに、家族からの特に子ども
からのアプローチを大切に、SNSやショートムービー、一館一運動、防災訓練、出前講
座等、様々な手法を実践すべきではないか。

３．健診を受けることの大切さを学ぶ（子どもたちが大人になって受診するために）取
り組みとして、東峰学園での保健体育や総合の時限を使い、健康学習を取り入れるこ
とができないか。

４．受診特典のあり方を精査すべきではないか。現行クーポンの継続や地域通貨の利
用等について検討すべきではないか。

５．長期目標としては、健診を受けることで健康な身体を維持し、医療費の削減につ
ながることである。村民にとって大きなわかりやすい目標を掲げていくべきではな
いか。

２．かかりつけ医（近隣病院）での特定健診の推進と連携方法を模索できないか。

１．ウォーキングの大切さや望ましい歩き方・時間帯・歩くペース・所要時間、申込方
法等をわかりやすく啓発していくべきではないか。また、チラシ、村や公民館行事・社
会福祉協議会主催の研修会や行政懇談会・自治公民館一館一運動などの機会を利
用して効果的に啓発していくべきではないか。
　高齢や障害などにより、ウォーキングに参加出来ない住民へ家庭で出来る簡易な
健康体操などの啓発活動を実施できないか。

３．以前のウォーキングマイレージではとほっぴが全国一周をしていくようなゲーム性
が取り入れられていた。歩数アプリをゲーム化していくことで、日々のウォーキングに
楽しみを加えて、継続して歩く取り組みにできないか。

４．大学等との外部の研究機関との連携を行い、ウォーキングマイレージによる効果
の研究やフレイルチェック（体力測定）及び健康運動指導士の導入等を検討し、健康
づくりの取り組み及び事業を体系化していくべきではないか。

２．歩くことで、自分だけでなく誰かのためになることをテーマに、歩いて取得し
たポイントが地域の活動等になるよう使途を広げていくことはできないか。

健康づくりとしてのウォーキングマイレージのあり方について

政策サイクル

テーマ設定課題の整理事務事業評価住民意見交換政策提言
(代表質問)

　１月の学習会にて講師を務めていただきました岸本先生を始め、関係
各位の皆さまにお礼申し上げます。
　令和７年度もテーマを設定し政策サイクルに取り組んでまいりますの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。

特定健診の受診率向上について
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１
月
21
日
に
宮
崎
県
日
之
影
町

で
視
察
研
修
を
受
け
ま
し
た
。委

員
会
で
は
、こ
れ
ま
で
東
峰
村
の

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た

め
に
協
議
し
て
き
ま
し
た
。今
回

は
当
町
の
農
業
法
人
設
立
の
経
緯
、

組
織
体
制
の
構
築
、担
い
手
の
確

保
、農
地
の
保
全
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
日
之
影
町
の
人
口
は
３
２
０
０

人
、高
齢
化
率
は
45
％
で
中
山
間

地
特
有
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

東
峰
村
と
共
通
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。町
長
は
農
業
法
人
の
設
立
を

公
約
に
掲
げ
、町
が
99
・
８
％
出

資
す
る
株
式
会
社
ひ
の
か
げ
ア
グ

リ
フ
ァ
ー
ム（
資
本
金
５
０
１
０
万

円
）を
設
立
し
ま
し
た
。法
人
で
は

町
長
が
代
表
取
締
役
社
長
、課
長

補
佐
が
取
締
役
兼
事
務
局
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に

　
設
立
当
初
か
ら
現
在
ま
で
の
８

年
間
で
、農
作
業
受
託
面
積
１
３

０
ha
、担
い
手
バ
ン
ク
に
約
70
名

が
登
録
し
て
お
り
、雇
用
確
保
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
町
か
ら
は
、農
業
支
援
と
し
て

年
間
１
０
０
０
万
円
の
運
営
助
成

金
を
受
け
て
お
り
、地
域
の
農
業

維
持
と
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
の
集
落
協
定
広
域
加
算
を
原
資

に
農
作
業
受
委
託
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。農
家
と
担
い
手

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
、地
域
の
農
業
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
担
い
手
育
成

　
担
い
手
の
育
成
、人
材
確
保
の

取
り
組
み
と
し
て
、ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
事
業
や
高
校
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
・
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
等
の
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、担
い
手
バ

ン
ク
作
業
者
の
年
齢
層
が
70
代
中

心
な
ど
、若
手
の
人
材
確
保
や
、

経
営
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
の

検
討
が
今
後
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

　
同
法
人
の
事
務
局
長
は「
農
作

業
の
一
部
を
手
伝
う
こ
と
で
、農

家
に
は
生
涯
現
役
で
生
き
が
い
と

し
て
米
作
り
を
続
け
て
ほ
し
い
。

我
々
は
最
後
の
砦
。伴
走
す
る
存

在
で
あ
り
た
い
。」と
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
東
峰
村
の
持
続
可
能
な
農
業
の

た
め
、国
の
制
度
等
を
調
査
研
究

し
、村
に
合
う
形
を
探
し
て
い
き

ま
す
。

町
出
資
の
農
業
法
人
を
中
心
に

農
作
業
受
委
託
の
仕
組
み
で
農
地・景
観
を
守
る 

地域の農業を守る強い想いを感じました

「政策サイクル推進地方議会フォーラム」に参加

議会とコミュニティ（地域）の関係性を考える
　２月２日　東京都の（公財）日本生産性本部で行われた「政策サイクル推進地方議会フォーラム」に
参加し、研修を受けてきました。本年度から、東峰村でも地域コミュニティ設立の協議が始まり、議会と
コミュニティの関係性について大正大学の江藤教授を始め、他３名の登壇者より実例も含めて講演を
聞きました。

ミライを展望した地方議会の

政策サイクル ―到達点ともう一歩

コミュニティと議会の関係
―その現在地と展望 ②

コミュニティ自治の変容と

ミライの地方議会・地方議員

コミュニティと議会の関係
―その現在地と展望 ①

大正大学地域創生学部　江藤 俊昭 教授 東京都立大学法学部　大杉　覚 教授

長野県宮田村議会　上條 雅典 事務局長 兵庫県西脇市議会　林 晴信 議員

　人口減少社会においては、住民、議員（議会）、および
執行機関の三者が連携し、地域経営に取り組むことが求
められている。この点について、三者が一堂に会し議論
を行う『フォーラムとしての議会』の必要性を提起した。

　ミライの地方議員については、地域づくりの先導役・
伴走役・媒介役として『コミュニティ・リーダー』と位置
づけた。また、ミライの地方議会については、コミュニティ
自治との連携・協働の実質化を図る『地域の舵取り役』
と表現した。

　宮田村では、2017年に『むらづくり基本条例』を制
定した。本条例は、住民、行政、議会の三者がそれぞれ部
会を設け、ワークショップや会議を重ねながら、策定され
たものである。
　この仕組みの構築により継続性が担保され、議員が主
体的に調査を行うようになったほか、住民との距離も縮
まるなどの成果がみられている。

　議会と語ろう会で出された意見や提案について、議会
内での議論や、実現に向けた取り組みを市民に対して丁
寧に説明している。
　また、『議会と語ろう会』と『課題懇談会』では、それ
ぞれで挙げられた課題や政策提言を相互に関連付け、議
論を深めている。

　研修を終え、現在の東峰村に活用できる取り組みを検討し、今後の村づくりに向けて東峰村議会として何がで
きるか、また議員一人ひとりが果たすべき役割について考えていくことが重要であると感じました。
　議会が住民自治の根幹となり、地域の発展を支える存在としてさらなる進展が図れるよう、引き続き尽力して
まいります。

（株）ひのかげアグリファーム
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新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
春
、新
た
な
門
出
を
迎
え
た

皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
寒
暖
差
の
激
し
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
が
、桜
前
線
は
確
実
に

北
上
し
て
い
ま
す
。厳
し
い
冬
を

乗
り
越
え
、過
ご
し
や
す
い
季
節

が
訪
れ
ま
す
が
、引
き
続
き
健
康

に
留
意
し
な
が
ら
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、広
報
委
員
一
同
、

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

（
髙
倉
美
紀
惠
）

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

村
の
課
題
と
発
展
に

必
要
な
こ
と
は
？

副
村
長　
友
人
と
話
し
て
い
る
と
、小

石
原
や
宝
珠
山
は
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、ま
だ
ま
だ「
東
峰
村
」の
知
名
度

が
低
い
と
感
じ
ま
す
。

　
例
え
ば
昨
年
村
に
来
た
イ
ン
タ
ー

ン
生
が
始
め
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の

発
信
や
、村
広
報
紙
の
表
紙
に
村
の
雰

囲
気
が
伝
わ
る
写
真
を
使
う
こ
と
な

ど
は
、継
続
す
る
こ
と
で
対
外
的
な
Ｐ

Ｒ
に
も
な
り
、知
名
度
も
上
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。　

村
で
の
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
？

副
村
長　
村
の
方
は
気
軽
に
あ
い
さ

つ
し
、声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
、皆

さ
ん
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

初
年
度
は
積
雪
量
に
驚
き
、住
民
の
皆

さ
ん
の
車
が
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を

履
い
て
い
て
、ま
る
で
雪
国
か
と
思
い

ま
し
た
。

次
の
副
村
長
に

　
　

 

引
き
継
ぎ
た
い
こ
と
は
？

副
村
長　
村
の
役
割
が
近
年
幅
広
く

な
っ
て
き
て
お
り
、さ
ら
な
る
人
材
育

成
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、県
行
政
で
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正 

　
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
１
月
号
９
ペ
ー
ジ

の「
梶
原
伯
夫
議
員
の
一
般
質
問
」

に
対
す
る「
ふ
る
さ
と
推
進
課
長
の

答
弁
」の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　
正
し
く
は
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。

　
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

東峰村議会HP

３
年
間
で印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

副
村
長　
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

令
和
５
年
の
豪
雨
災
害
で
す
。私
は
災

害
を
経
験
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た

が
、そ
の
時
に
役
場
職
員
が
避
難
所
を

開
け
た
り
、休
日
で
も
関
係
無
く
被
害

調
査
を
し
た
り
、素
早
く
対
応
し
た
こ

と
で
す
。平
成
29
年
災
害
の
経
験
が
活

き
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
献
身
的
に
動

い
て
い
た
こ
と
に
頭
が
下
が
る
思
い
で

し
た
。

菅義範前副村長

副村長に聴く
前 東峰村、どげんやったですか？ 

　令和４年度より３年間、活躍いただい
た菅義範副村長が３月末で退任し、福
岡県庁に戻られました。退任前に広報
委員会でお話を伺いました。

すがよしのり
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